
一
、
本
編
は、
『
大
鋭』
の
諸
伝
本
中、
も
っ
と
も
布
力
な
千
葉
氏
本
系
統
に
属
す
る
未
翻
刻
本
千
葉
本
『
大
鏡』
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る。

（
底
本、
翌＂
吐：
苦
本
穀
出
『
大
鏡
諸
本
梨』）

二、
本
文
は
で
き
る
か
ぎ
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
た
め
に、
次
の
諸
点
に
留
意
し
た。

い

底
本
の
丁
数
及
び
表
裏
を
L一
オ、
L一
ウ
の
符
号
に
よ
り
明
示
し
た。

③

底
本
の
変
体
仮
名
な
ど
は、

す
べ
て
現
行
の
も
の
に
改
め
た
が、

淡
字
の
字
体
は
な
る
ぺ
く
生
か
す
よ
う
に
配
慮
し
た。

体・
当
用
決
字
体
の
使
い
わ
け
を
し
た
も
の
も
あ
る。

反
覆
記
号
は
底
本
の
ま
ま
に、
と、

／＼
を
区
別
し
た。

底
本
の
も
つ、
注
記、
漢
字
に
附
さ
れ
た
振
り
仮
名、
戸
点
は
そ
の
ま
ま
傍
記
し
た。

底
本
に
お
い
て、
判
読
不
明
の
箇
所
は

口
で
こ
れ
を
示
し
た。

明
ら
か
に、
底
本
の
誤
り
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
若
干
あ
る
が、
す
べ
て
底
本
の
ま
ま
と
し
た。

本
編
の
作
成
に
あ
た
り、
殺
重
な
図
田
の
翻
刻
許
可
（
第一＿―-
六
号）
を
賜
わ
っ
た
天
理
大
学
図
柑
館、
な
ら
び
に
多
忙
な
中
を
校
正
な
ど
の
労
を
お
か
け
し
た

山
田
裕
次・
熊
沢
藤
子
さ
ん
に
お
礼
申
し
あ
げ
る。

(6) (5) (4) (3) 

翻

刻

凡

例

解

説

従
っ
て、

悦
字
の
古
体・
旧
字

千
葉
本
『
大
鋭』
は
烏
子
列
帖
装
本
で、
縦
二
十
ニ
セ
ソ
チ、
横
十
五
•
五
七
ソ
チ、
一
而
八
行、
約
十
九
字
詰
が
原
則
で
あ
る。
題
荼
に
『
大
鋭』
と
見
え
る

が、
表
紙
と
も
ど
も
後
で
附
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。
現
在
は一
冊
に
合
綴
さ
れ
て
い
る。
し
か
し
な
が
ら、
二
冊
本
で
あ
っ
た
ら
し
く、
前
半
は
冬
嗣
か
ら

師
手
ま
で、
後
半
は
兼
家、
道
隆、
道
兼
を
お
さ
め
る。
零
本
で
あ
る。
奥
内
が
な
い
た
め、
巾9
写
し
た
年
次
は
明
白
で
は
な
い
が、
典
雅
な
邪
致
で
平
安
時
代
後

期
の
而
影
を
と
ど
め
て
い
る。
遅
く
と
も
十
二
世
紀
末
葉
の
内
写
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
（
赤
松
俊
秀）。
『
大
鏡』
伝
本
中、
も
っ
と
も
原
型
的
で
あ
り、

祖
本
的
地
位
に
あ
る。
本
祖
に
は、
比
較
的
多
く
の
傍
注
が
あ
る
が、
大
鏡
裏It}
と
は
か
な
ら
ず
し
も一
致
し
て
ほ
い
な
い。
漢
字
に
ほ、
片
仮
名
に
よ
る
ル
ビ、

及
び
声
点
が
附
し
て
あ
る。
そ
れ
ら
は、
同
策
と
認
め
ら
れ、
国
語
史
料
と
し
て
共
孤
な
も
の
で
あ
る。

千
葉
本
『
大
鏡』
に
つ
い
て
は、
古
典
保
存
会
刊
行
（
大
正
十
四
年
八
月）
の
『
大
鋭』
に、
橋
本
進
吉
婢
士
の
詳
細
な
解
説
が
あ
る。
参
刃
せ
ら
れ
た
い。

本
編
は、
『
大
鏡』
の
伝
本
中、
も
っ
と
も
注
目
すぺ
き
苦
本
で
あ
る
千
葉
本
『
大
鋭』
の
本
文
を
翻
刻
し、
振
り
仮
名
及
び
戸
点
の
索
引
を
附
し、
単
に
『
大

鋭』
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず、
国
謡
史
研
究
の
基
礎
預
料
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る。

-2-






































































































































